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料
の
減
額
措
置
は
、
収
入
だ
け
で

な
く
、
負
担
能
力
を
個
々
具
体
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
充
実
を

野
方
駅
の
改
善
に
つ
い
て
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
か
ら
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
の
必
要
性
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
整
備

事
業
補
助
要
綱
の
目
的
に
そ
っ
て

早
期
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
北
口
改
札
設
置
の
検
討
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

区
　
長

必
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

構
想
」
の
策
定
過
程
で
検
討
し
た

い
。
北
口
設
置
は
、
財
政
事
情
も

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

あ
ら
た
に
作
成
し
た
B
C
G
接
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
を
図
る

た
め
、
安
全
対
策
研
修
を
行
っ
た
。

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
専
門

家
に
よ
る
調
査
研
究
を
検
討
す
る
。

交
通
事
故
対
策
は
、
全
職
員
を
対

象
に
安
全
運
転
講
習
を
実
施
し
て

い
る
。
事
故
防
止
に
向
け
、
あ
ら

た
め
て
職
員
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を

総
合
的
な
見
地
か
ら
検
討
せ
よ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
交
通
弱
者
の
交

通
手
段
と
し
て
、
ま
た
通
勤
・
通

学
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
れ
ば
、

放
置
自
転
車

も
減
少
し
、

対
策
経
費
も

削
減
で
き
る

の
で
は
な
い

か
。
①
区
は

総
合
的
見
地

か
ら
ど
の
よ

う
に
判
断
し

て
い
る
か
。

②
都
の
「
い

き
い
き
高
齢

者
事
業
」
制

度
な
ど
を
活

用
し
て
補
助

を
受
け
る
こ

と
は
考
え
て

い
る
か
。

区
　
長

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
交
通

不
便
地
域
の
解
消
や
高
齢
者
な
ど

の
移
動
手
段
確
保
を
目
的
と
し
た

乗
合
バ
ス
で
、
マ
イ
カ
ー
や
自
転

車
の
利
用
抑
制
効
果
も
期
待
で
き

る
。
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
補
助

制
度
の
活
用
も
含
め
て
検
討
す
る
。

①
基
本
構
想
改
定
に
あ
た
っ
て

設
置
さ
れ
る
附
属
機
関
の
委
員
に

つ
い
て
は
慎
重
で
思
い
切
っ
た
人

選
が
必
要
と
思
う
が
、
そ
の
選
考

方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。
②
（
仮

称
）
経
営
改
革
指
針
の
策
定
方
針

に
「
区
民
参
加
と
職
員
参
加
」「
新

た
な
経
営
改
革
の
視
点
で
捉
え
直

す
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
改
革
を
構
築
す
る
の
か
。

③
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
が
所
有

す
る
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
売
却
の
話

と
、
区
へ
の
買
取
要
請
は
い
つ
頃

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
区
民
へ
の

お
知
ら
せ
は
行
っ
た
の
か
。

区
　
長

①
学
識
経
験
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
や
企
業

経
営
者
な
ど
か
ら
、
公
募
委
員
は

応
募
動
機
や

関
心
の
あ
る

政
策
分
野
な

ど
提
出
さ
れ

た
作
文
を
参

考
に
、
専
門

性
や
男
女
バ

ラ
ン
ス
を
配

慮
し
選
考
す

る
。
②
行
政

の
外
部
評
価

に
区
民
委
員

の
参
加
を
進

め
た
り
、
職

員
提
案
制
度

を
導
入
す

る
。
事
業
や

組
織
を
効
率

的
に
運
営
す

る
た
め
、
組
織
的
・
科
学
的
に
取

り
組
み
た
い
。
③
平
成
13
年
2
月

に
譲
渡
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

本
年
8
月
に
売
却
・
譲
渡
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。
ま
だ
打
診
の
段

階
で
あ
り
、
区
民
に
周
知
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。

中
野
坂
上
駅
周
辺
の

風
害
対
策
に
つ
い
て

環
状
六
号
線
の
道
路
整
備
と
同

時
に
行
う
風
害
対
策
の
植
樹
工
事

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
地
域

住
民
に
植
樹
の
間
隔
、
高
さ
、
バ

ス
停
な
ど
を
事
前
に
図
面
で
示
し
、

協
議
で
き
る
期
間
を
設
け
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

区
　
長

歩
道
と
中
央
分
離
帯

に
植
え
る
街
路
樹
の
間
隔
を
通
常

よ
り
狭
く
す
る
と
し
て
い
る
。
都

お
よ
び
首
都
高
速
道
路
公
団
に
対

し
、
地
域
の
方
が
で
き
る
だ
け
早

く
検
討
で
き
る
よ
う
、
具
体
案
の

提
示
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

犬
が
遊
べ
る

広
場
設
置
の
考
え
は

飼
い
主
に
と
っ
て
動
物
は
単
な

る
ペ
ッ
ト
で
は
な
く
、
生
活
の
一

部
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
中
野
区
で
は

公
園
へ
の
犬
の
立
ち
入
り
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
動
物
愛
護
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
遊
休
地
や
見
直

し
で
計
画
変
更
す
る
用
地
を
活
用

し
て
、
犬
が
遊
べ
る
広
場
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

区
　
長

小
規
模
で
は
あ
る
が
、

平
和
の
森
公
園
の
一
部
を
試
行
的

に
開
放
し
て
い
る
。
都
や
区
の
施

設
状
況
を
十
分
検
証
し
、
適
地
が

あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
区
内
に

お
け
る
犬
の
遊
び
場
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

区
教
育
委
員
会
は
来
年
度
の
障

害
学
級
開
設
を
見
送
る
報
告
を
し

た
が
、
①
障
害
学
級
増
設
を
求
め

る
陳
情
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

て
お
り
、
来
年
4
月
開
設
を
追
求

す
べ
き
だ
。
強
い
意
志
で
臨
め
ば
、

実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
②

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
と
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
緊

急
時
の
介
助
員
の
派
遣
な
ど
具
体

的
な
手
立
て
を
と
る
べ
き
で
は
。

教
育
長

①
開
設
に
は
、
教
員

配
置
申
請
や
教
室
改
修
工
事
を
要

す
る
。
②
保
護
者
が
付
き
添
え
な

い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。

西
武
新
宿
線
検
討
会
報
告
の

問
題
点
を
追
及
せ
よ
　

西
武
新
宿
線
検
討
会
報
告
が
示

さ
れ
た
が
、
鉄
道
事
業
者
の
責
任

を
放
棄
し
、
区
に
膨
大
な
再
開
発

費
用
負
担
を
強
い
る
も
の
だ
。
立

体
交
差
化
の
た
め
に
は
、
す
で
に

街
路
整
備
な
ど
公
共
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
。
検
討
会
の
案
を
、
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

検
討
し
た
い
。

支
援
費
制
度
の
実
施
は

万
全
の
体
制
で
臨
め

来
年
4
月
に
障
害
福
祉
の
支
援

費
制
度
が
始
ま
る
が
、
障
害
の
違

う
一
人
ひ
と
り
の
要
望
や
実
態
に

沿
う
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
だ
。
そ

の
た
め
、
①
相
談
窓
口
と
し
て
介

護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

よ
う
な
専
門
家
を
配
置
し
て
は
。

②
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
れ
る
人
が
出

な
い
よ
う
、
職
員
体
制
を
強
化
す

べ
き
で
は
。
③
介
護
技
術
の
充
実

に
向
け
た
講
座
を
開
く
な
ど
ス
ム

ー
ズ
な
制
度
運
営
に
努
め
て
は
。

区
　
長

①
研
修
を
通
じ
、
相

談
業
務
で
の

職
員
の
能
力

向
上
を
図

る
。
②
知
的

障
害
担
当
職

員
を
増
員
す

る
ほ
か
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ

ー
と
介
護
指

導
職
、
保
健

師
と
の
連
携

を
図
り
、
制

度
の
円
滑
な

開
始
に
努
め

る
。
③
障
害

者
に
対
す
る

事
業
者
の
理

解
を
深
め
る

た
め
、
「
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
係
る
研
修

会
」
を
開
催
す
る
。

東
中
野
駅
の
桜
並
木
を
守
れ

J
R
は
、
駅
西
側
桜
並
木
の
土

23
区
で
実
質
最
低
の
道
路
率
と

19
個
所
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
に

よ
り
、
交
通
が
南
北
に
分
断
さ
れ
、

慢
性
的
渋
滞
や
経
済
的
負
担
ば
か

り
か
、
防
災
や
緊
急
車
両
の
通
過

な
ど
人
の
生
命
や
財
産
に
か
か
わ

る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

①
西
武
新
宿
線
立
体
交
差
化
に
つ

い
て
は
、
魅
力
的
な
中
野
区
づ
く

り
に
向
け
、
主
体
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。
②
検
討
案
で
は
新
井

薬
師
前
、
沼
袋
2
駅
だ
け
が
対
象

だ
が
、
野
方
、
都
立
家
政
、
鷺
ノ

宮
各
駅
を
取
り
残
す
べ
き
で
は
な

い
。
負
担
軽
減
も
望
め
る
道
路
特

定
財
源
を
活
用
し
て
西
武
新
宿
線

を
完
全
地
下
化
し
、
東
西
線
と
の

相
互
乗
り
入
れ
を
提
案
し
て
は
。

区
　
長

①
区
と
し
て
は
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
区
民
と
共
に

考
え
、
最
も
適
切
な
対
策
案
を
都

に
示
し
て
い
く
。
②
東
西
線
と
の

乗
り
入
れ
は
、
関
連
区
市
も
含
め

可
能
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

事
故
防
止
へ
の
意
識
啓
発
を

保
健
福
祉
相
談
所
に
お
け
る
医

療
事
故
や
交
通
事
故
な
ど
公
的
機

関
の
信
頼
を
損
な
う
事
件
が
連
続

し
て
発
生
し
、
非
常
に
危
惧
し
て

い
る
。
原
因
究
明
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ど
こ
か
に
無
理
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
将
来

的
に
、
予
防
を
目
的
と
し
た
研
究

会
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

区
　
長

医
療
事
故
に
つ
い
て

は
、
事
故
原
因
の
究
明
を
ふ
ま
え

決
定
さ
れ
て
い
る
地
下
化
に
よ
る

複
々
線
事
業
を
区
内
で
先
行
し
て

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

区
　
長

道
路
と
鉄
道
の
立
体

交
差
事
業
は
、
踏
切
渋
滞
の
解
消
、
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市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
平
島
　
好
人

西
武
新
宿
線
を
完
全
地
下
化
し

東
西
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
を

日
本
共
産
党
議
員
団
　
牛
崎
　
の
り
子

知
的
障
害
学
級
増
設
を

2
0
0
3
年
4
月
に
実
現
せ
よ

公
明
党
議
員
団
　
江
口
　
済
三
郎

区
政
課
題
に
取
り
組
む

区
長
の
考
え
を
示
せ

き

ぐ




